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広葉樹原木の調達に関わる課題は，国産の品質低下・
小径化，外国産の為替変動，家具材・樽材との競合，
人気樹種の価格高騰，欧州産オークの難乾燥性など多
岐にわたります。挽き板用製材は人工乾燥が必要で，
現在，道内外の企業に委託しています。今春，人工乾
燥装置2機を導入し，挽き板用製材を含む製品生産の
安定化を図ることとしています。人工乾燥は入社6年
目の20代社員に任せることにしており，彼の成長を
たのしみにしているところです。

■外国人技能実習生の受け入れについて
当社が外国人技能実習生を受け入れることにしたの
は，先行企業の事例紹介でふれられている事情と同じ
で，製材工場職員の求人に応募がないことによりま
す。特に，工場の機械担当にはまったく応募がなく，
定年を迎えた方の再雇用で凌いでいますが，後継者の
育成が急務です。そして，人材を募る中で日本人にこ
だわる必要がないと考えるようになりました。
当社が外国人技能実習生の受け入れに取り組み始め
たのは一昨年になります。ベトナムの送り出し機関に
ご縁があり，そこから帯広の監理団体を紹介されて実
習生の受け入れ手続きを進めました。しかし，送り出
し機関から紹介された実習生候補者に問題があり，そ
のことで送り出し機関との信頼関係が損なわれること
になりました。その失敗に学び，監理団体が推薦して
くれた送り出し機関に変更し，まずは当社・監理団体・
送り出し機関三者の信頼関係を作ることに努めました。
振り返ってみて，この三者の信頼関係を築くことが，
実習生の受け入れを成功させるカギであったことを実
感しています。現地の送り出し機関も，日本国内の監
理団体も，たくさんあります。それらのどこと契約を
結ぶかという入り口のところが，最初に失敗を経験し
たが故に，特に大事であることを強く感じています。
新しい送り出し機関を含めた三者で，当社に合う理
想的な人物像を話し合いました。初めての受け入れで
あること，社員17名の小規模な企業であること，家
族的な社風であること，高齢者が多いこと，そして
ローカルな町であることを考え合わせ，受け入れたい
人物像を「40歳前後の夫婦」と定めました。その人
物像に合う候補者を送り出し機関が探し，その候補者
と現地で面接し，結果，希望通りの実習生受け入れが
実現しました。望む人物像を明確にすることが，受け
入れに当たってのポイントだと感じています。なお，

特定技能外国人ではなく技能実習生を受け入れたの
は，監理団体からの，初めての外国人受け入れになる
ので先ずは技能実習生の方が良いのではないか，とい
うのアドバイスによります。

技能実習生の受け入れから約1年間で1人あたりお
およそ100万円かかりました。内訳は，監理団体との
契約をはじめ，現地面接のための旅費，入国審査費
用，外国人材部会関連費用，実習生の住宅・家電等の
用意，など多岐にわたります。なお，2名を同時に雇
用したことで，面接旅費，住宅関連費用等が多少割安
になりました。

■業務に関わる対応
生活の充実が仕事の意欲向上につながる，との考え
から，仕事よりも先ずは日本語学習に力を入れまし
た。そのことも含め，現地選考の段階からの主な対応
内容を表1に示します。ここに示した内容は，「受け入
れ」時と同様，監理団体の協力があって実現できたと
考えています。実習生を受け入れている間は監理団体
とのおつき合いは続きます。繰り返しになりますが，
信頼関係を築くことの大切さを強調したいと思います。

■生活サポート
来日前に，趣味が家庭菜園であることを聞いていた
ので，平屋，庭付きの住宅を用意しました。野菜がた
くさん収穫できたときには，私たちにまでお裾分けが
ありました。人が喜ぶことを，とても嬉しそうにして
います。

本誌2025年8月号から，「外国人技能実習生の受け
入れ」の表題で技能実習生受け入れにかかわる話題を
お伝えしてきました。本誌がこれまでに取り上げてき
たのは針葉樹を製材する企業でしたが，それ以外の分
野にも外国人技能実習生の受け入れが進んでいます。
今回，広葉樹製材を営まれている新得木材工業有限会
社（以下，新得木材）にお話を伺う機会が得られまし
たので，会社概要および技能実習生の受け入れについ
て紹介いたします。　　　（文責：普及協会・菊地）

■新得木材の概要
新得木材の創業は1978年で，今年（2026年），48年

になります。使用する原木の産地の変遷はあります
が，一貫して広葉樹を製材してきました。
製品の出荷先は，創業当初はヨーロッパ向けが中心
で，次いで台湾，香港，シンガポールに突板用製材を
輸出しました。平行して朝日ウッドテック（株）との
取り引きが始まり，現在は同社フローリング向け製材
が当社事業の主体となっています。
　
■カンバン方式の生産ライン
直近の原木消費量は400m3/月程度で，道産ナラを主
とする国産材が150m3/月，外国産材（北米・欧州）が
250m3/月程度です。これら原木から，突板用製材を
100m3/月程度，挽き板（2mm）用製材を60m3/月程度
生産しています。
生産ラインは，トヨタのカンバン方式に倣っていま
す。まず，朝日ウッドテック（株）と2年後にリリー
スする商品について打ち合わせ，当社はそれに基づい
て必要な原木の樹種と量を見積もり，それを前年4月
頃までに仕入れます。次に，その原木の製材（当社）・
フローリングの試作（朝日ウッドテック）を繰り返し
て商品として仕上げ，生産の準備を整えます。生産に
入ってからは，3か月見通し，1か月見通しがそれぞ
れ示されるので，それに合わせて生産計画を立てます。
朝日ウッドテックが1週間の生産に必要とする量
を，毎週発注してきます。それを週末までに生産して

発送する，いわばトヨタカンバン方式の製材工場版と
して工場を運営しています。
発注される製材は，厚さ（挽き板用，突き板用で異
なる），材幅（主に3種類），柾目・板目の割合，赤
身のみ・白太込み，無節・節有りのそれぞれが指定さ
れます。もちろん，樹種の指定もあります。この仕様
によって適切な（歩留まりが高い）原木の径級が異な
ります。

■広葉樹原木の調達とその課題
広葉樹原木の調達先は，道産→北米産→道産（の増
加）と移りかわり，4～5年前から欧州産が増えまし
た。欧州産はドイツ・フランスのオークが中心で，北
米のホワイトオークより道産ナラに近い材質が特徴で
す。そして最近は，国産材ブームや節を「キャラク
ター」と捉え直す製品提案のヒットにより，国産（主
に道産）ナラの割合がふたたび大きくなってきていま
す。
国産の樹種では，キャラクターの有無によらず，ナ
ラの見栄え・明るさが好まれ，強い需要があります。
外国産では，欧州産オークのほか，ウォールナット，
チェリー，ホワイトオーク（いずれも北米産）を使用
しています。
　

ベトナムのゴミ処理は埋め立てが主で，分別処理は
進んでいません。そのため，日本では日常的な生ゴ
ミ，燃えるゴミ，プラゴミといった分別の経験があり
ません。ゴミ分別は，日本の中で暮らしていく上で欠
かせない知識なので，そこは丁寧に指導しました。そ
の甲斐があり，さらに笑顔の挨拶を欠かさない2人な
こともあって，町内の皆さまからは，感じのいい人た
ちですね，と好意的に受け入れてもらっています。

■これから
2人とも作業内容の飲み込みが早く，自主的に機械

のメンテナンスに取り組むなど仕事を覚えることに積
極的です。日本人従業員との関係は良好で，工場にプ

ラスの影響が出ていることを感じています。昨年11
月には外国人技能実習評価試験（基礎級）に合格した
ことから，技能実習2号に移行し，計3年間，当社に
在籍予定です。その後は特定技能に進み，プラス5年
間在籍してもらえるようサポートを続けていきたいと
考えています。
また，これから新たに2名の技能実習生が加わるこ
とが決まっています。2名とも現在の実習生の子ども
世代に相当する二十歳前後の男性です。「親子のよう
な関係性で，円満に暮らし，たのしく仕事ができる」
ことをイメージして希望人物像を決めました。今は2
人の“若い子どもたち”がやってくるのをたのしみにし
ているところです。

新得木材工業有限会社　村瀬　博行，　木村　玄美
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工場の2人
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定年を迎えた方の再雇用で凌いでいますが，後継者の
育成が急務です。そして，人材を募る中で日本人にこ
だわる必要がないと考えるようになりました。
当社が外国人技能実習生の受け入れに取り組み始め
たのは一昨年になります。ベトナムの送り出し機関に
ご縁があり，そこから帯広の監理団体を紹介されて実
習生の受け入れ手続きを進めました。しかし，送り出
し機関から紹介された実習生候補者に問題があり，そ
のことで送り出し機関との信頼関係が損なわれること
になりました。その失敗に学び，監理団体が推薦して
くれた送り出し機関に変更し，まずは当社・監理団体・
送り出し機関三者の信頼関係を作ることに努めました。
振り返ってみて，この三者の信頼関係を築くことが，
実習生の受け入れを成功させるカギであったことを実
感しています。現地の送り出し機関も，日本国内の監
理団体も，たくさんあります。それらのどこと契約を
結ぶかという入り口のところが，最初に失敗を経験し
たが故に，特に大事であることを強く感じています。
新しい送り出し機関を含めた三者で，当社に合う理
想的な人物像を話し合いました。初めての受け入れで
あること，社員17名の小規模な企業であること，家
族的な社風であること，高齢者が多いこと，そして
ローカルな町であることを考え合わせ，受け入れたい
人物像を「40歳前後の夫婦」と定めました。その人
物像に合う候補者を送り出し機関が探し，その候補者
と現地で面接し，結果，希望通りの実習生受け入れが
実現しました。望む人物像を明確にすることが，受け
入れに当たってのポイントだと感じています。なお，

特定技能外国人ではなく技能実習生を受け入れたの
は，監理団体からの，初めての外国人受け入れになる
ので先ずは技能実習生の方が良いのではないか，とい
うのアドバイスによります。

技能実習生の受け入れから約1年間で1人あたりお
およそ100万円かかりました。内訳は，監理団体との
契約をはじめ，現地面接のための旅費，入国審査費
用，外国人材部会関連費用，実習生の住宅・家電等の
用意，など多岐にわたります。なお，2名を同時に雇
用したことで，面接旅費，住宅関連費用等が多少割安
になりました。

■業務に関わる対応
生活の充実が仕事の意欲向上につながる，との考え
から，仕事よりも先ずは日本語学習に力を入れまし
た。そのことも含め，現地選考の段階からの主な対応
内容を表1に示します。ここに示した内容は，「受け入
れ」時と同様，監理団体の協力があって実現できたと
考えています。実習生を受け入れている間は監理団体
とのおつき合いは続きます。繰り返しになりますが，
信頼関係を築くことの大切さを強調したいと思います。

■生活サポート
来日前に，趣味が家庭菜園であることを聞いていた
ので，平屋，庭付きの住宅を用意しました。野菜がた
くさん収穫できたときには，私たちにまでお裾分けが
ありました。人が喜ぶことを，とても嬉しそうにして
います。

本誌2025年8月号から，「外国人技能実習生の受け
入れ」の表題で技能実習生受け入れにかかわる話題を
お伝えしてきました。本誌がこれまでに取り上げてき
たのは針葉樹を製材する企業でしたが，それ以外の分
野にも外国人技能実習生の受け入れが進んでいます。
今回，広葉樹製材を営まれている新得木材工業有限会
社（以下，新得木材）にお話を伺う機会が得られまし
たので，会社概要および技能実習生の受け入れについ
て紹介いたします。　　　（文責：普及協会・菊地）

■新得木材の概要
新得木材の創業は1978年で，今年（2026年），48年

になります。使用する原木の産地の変遷はあります
が，一貫して広葉樹を製材してきました。
製品の出荷先は，創業当初はヨーロッパ向けが中心
で，次いで台湾，香港，シンガポールに突板用製材を
輸出しました。平行して朝日ウッドテック（株）との
取り引きが始まり，現在は同社フローリング向け製材
が当社事業の主体となっています。
　
■カンバン方式の生産ライン
直近の原木消費量は400m3/月程度で，道産ナラを主
とする国産材が150m3/月，外国産材（北米・欧州）が
250m3/月程度です。これら原木から，突板用製材を
100m3/月程度，挽き板（2mm）用製材を60m3/月程度
生産しています。
生産ラインは，トヨタのカンバン方式に倣っていま
す。まず，朝日ウッドテック（株）と2年後にリリー
スする商品について打ち合わせ，当社はそれに基づい
て必要な原木の樹種と量を見積もり，それを前年4月
頃までに仕入れます。次に，その原木の製材（当社）・
フローリングの試作（朝日ウッドテック）を繰り返し
て商品として仕上げ，生産の準備を整えます。生産に
入ってからは，3か月見通し，1か月見通しがそれぞ
れ示されるので，それに合わせて生産計画を立てます。
朝日ウッドテックが1週間の生産に必要とする量
を，毎週発注してきます。それを週末までに生産して

発送する，いわばトヨタカンバン方式の製材工場版と
して工場を運営しています。
発注される製材は，厚さ（挽き板用，突き板用で異
なる），材幅（主に3種類），柾目・板目の割合，赤
身のみ・白太込み，無節・節有りのそれぞれが指定さ
れます。もちろん，樹種の指定もあります。この仕様
によって適切な（歩留まりが高い）原木の径級が異な
ります。

■広葉樹原木の調達とその課題
広葉樹原木の調達先は，道産→北米産→道産（の増
加）と移りかわり，4～5年前から欧州産が増えまし
た。欧州産はドイツ・フランスのオークが中心で，北
米のホワイトオークより道産ナラに近い材質が特徴で
す。そして最近は，国産材ブームや節を「キャラク
ター」と捉え直す製品提案のヒットにより，国産（主
に道産）ナラの割合がふたたび大きくなってきていま
す。
国産の樹種では，キャラクターの有無によらず，ナ
ラの見栄え・明るさが好まれ，強い需要があります。
外国産では，欧州産オークのほか，ウォールナット，
チェリー，ホワイトオーク（いずれも北米産）を使用
しています。
　

ベトナムのゴミ処理は埋め立てが主で，分別処理は
進んでいません。そのため，日本では日常的な生ゴ
ミ，燃えるゴミ，プラゴミといった分別の経験があり
ません。ゴミ分別は，日本の中で暮らしていく上で欠
かせない知識なので，そこは丁寧に指導しました。そ
の甲斐があり，さらに笑顔の挨拶を欠かさない2人な
こともあって，町内の皆さまからは，感じのいい人た
ちですね，と好意的に受け入れてもらっています。

■これから
2人とも作業内容の飲み込みが早く，自主的に機械

のメンテナンスに取り組むなど仕事を覚えることに積
極的です。日本人従業員との関係は良好で，工場にプ

ラスの影響が出ていることを感じています。昨年11
月には外国人技能実習評価試験（基礎級）に合格した
ことから，技能実習2号に移行し，計3年間，当社に
在籍予定です。その後は特定技能に進み，プラス5年
間在籍してもらえるようサポートを続けていきたいと
考えています。
また，これから新たに2名の技能実習生が加わるこ
とが決まっています。2名とも現在の実習生の子ども
世代に相当する二十歳前後の男性です。「親子のよう
な関係性で，円満に暮らし，たのしく仕事ができる」
ことをイメージして希望人物像を決めました。今は2
人の“若い子どもたち”がやってくるのをたのしみにし
ているところです。

 

入社前 

採用から入国までの期間（概ね，6か月） 
・送り出し機関に，実習生の近況（健康状態，生活状況等）を随時伝えてもらう 
・Webによる遠隔サポート 
 日本語学習への励まし，動機づけ（課題を出すことも） 
 入社後，スマホ翻訳は利用せず，全て日本語で働いてもらうことを伝える* 
  ⇒ 日本語学習を優先する対応は監理団体も賛同 
 日本入国への気持ちを盛り上げるための，近況のヒアリングや世間話 
 *社員が工場内ではスマホを持たないので，スマホ翻訳機能を介さない意思疎通が必要 

入社後 

・最初の説明は監理団体の通訳が同席 
・手振り，身振りで工場作業を行い，後日，通訳が同席する質問の機会を設ける 
  説明（通訳付き）→実践（ボディランゲージ）→質問（通訳付き）の流れ 
・会社規則，安全ルール，製品概要についてベトナム語に翻訳 
・日本語による日記の提出を義務づけ（日本語の学習，生活状況および必要な支援内容の把握） 

作業内容 
・当社の製品を理解してもらうために，仕分け，梱包作業からスタート 
・順次，帯のこ盤，丸のこ盤の作業に移っている 

 

表1　業務に関わる対応 


